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全
国
市
議
会
議
長

会
は
１１
月
１４
日
、
東

京
・
日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
で
第
８５
回

評
議
員
会
を
開
催
す

る
。評

議
員
会
の
冒

頭
、
藤
田
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
の
ち
、

来
賓
と
し
て
総
務
大

臣
、
衆
参
両
院
の
総

務
委
員
長
を
招
き
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
く
予
定

と
し
て
い
る
。

続
い
て
、
５
月
２８
日
に
開
か
れ

た
第
８４
回
本
会
定
期
総
会
以
降
の

活
動
概
要
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
の
ち
、
▽
地
方
行
政
▽
地
方
財

政
▽
社
会
文
教
▽
産
業
経
済
▽
建

設
運
輸
▽
国
会
対
策
―
―
の
各
委

員
会
委
員
長
、
地
方
分
権
改
革
・

道
州
制
調
査
特
別
委
員
長
が
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
経
過
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
行
う
予
定
。

ま
た
、
議
案
審
議
も
実
施
。
全

国
９
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
各
議

案
の
ほ
か
、
平
成
１９
年
度
本
会
会

計
決
算
を
は
じ
め
と
し
た
会
長
提

出
議
案
が
、
評
議
員
会
へ
諮
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
２０
年
度
本
会
一
般

会
計
予
算
の
収
入
・
支
出
見
込
額

な
ど
の
報
告
も
行
わ
れ
る
。

な
お
、
当
日
は
評
議
員
会
に
先

立
ち
、
第
１
７
３
回
理
事
会
を
全

国
都
市
会
館
で
開
催
す
る
。

藤
田
�
之
・
全
国
市
議
会
議

長
会
会
長（
広
島
市
議
会
議
長
）

は
９
月
１１
日
、
東
京
・
全
国
都

市
会
館
で
開
か
れ
た
「（
財
）全

国
市
町
村
研
修
財
団
設
立
発
起

人
会
」
に
出
席
し
た
。

同
財
団
は
本
会
ほ
か
、
全
国

市
長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
が
設
立
す
る

組
織
。（
財
）全
国
市
町
村
振
興

協
会
が
運
営
し
て
い
る
▽
市
町

村
職
員
中
央
研
修
所
（
通
称
・

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
▽
全
国

市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
同

・
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）
―

―
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
研
修
機
能
の
強
化
を
図
る
。
事

業
承
継
は
本
年
１０
月
１
日
か
ら
の

予
定
。

新
財
団
の
資
産
は
、
原
則
と
し

て
処
分
を
禁
止
さ
れ
る
「
基
本
財

産
」
が
２
０
０
０
万
円
、
運
営
経

費
を
賄
う
「
運
用
資
産
」
が
１
０

３
８
億
６
４
９
万
５
０
０
０
円
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
人
事
に
つ

い
て
も
審
議
さ
れ
、
理
事
長
に
佐

竹
敬
久
・
全
国
市
長
会
会
長
（
秋

田
市
長
）
、
副
理
事
長
に
山
本
文

男
・
全
国
町
村
会
会
長
（
福
岡
県

添
田
町
長
）
が
就
任
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

事
業
承
継
に
よ
り
新
財
団
は
、

地
方
分
権
、
社
会
保
障
な
ど
に
重

点
を
置
き
研
修
事
業
を
進
め
る
。

中
で
も
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴

い
、
議
会
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
議
会
議

員
に
対
す
る
研
修
を
一
層
充
実
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
は

昭
和
６２
年
の
開
講
以
来
約
１０
万

人
、
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
平

成
５
年
の
開
講
以
来
約
３
万
５
０

０
０
人
の
修
了
生
を
送
り
出
し
、

こ
れ
ま
で
市
町
村
職
員
の
人
材
育

成
に
努
め
て
き
て
い
る
。

９
月
１６
日
に
開
か
れ
た
政
府
の

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
（
委

員
長＝

丹
羽
宇
一
郎
・
伊
藤
忠
商

事
会
長
）
で
は
、
▽
国
の
出
先
機

関
の
事
務
・
権
限
の
仕
分
け
に
関

す
る
各
府
省
の
見
解
▽
道
路
・
河

川
の
移
管
に
伴
う
財
源
等
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
意
見
案
―
―
な
ど

が
議
題
と
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
国
の
出
先
機
関
の

事
務
・
権
限
に
関
す
る
調
査
結
果

が
示
さ
れ
た
。
対
象
は
地
方
整
備

局
な
ど
、
１５
系
統
の
国
の
出
先
機

関
。
所
管
す
る
関
係
府
省
へ
見
解

を
求
め
て
い
た
。

調
査
結
果
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の

項
目
に
つ
い
て
省
庁
が
「
引
き
続

き
国
の
出
先
機
関
に
お
い
て
処
理

せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
回
答
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

結
果
を
受
け
丹
羽
委
員
長
は
「
想

定
の
範
囲
内
」
「
こ
れ
を
出
発
点

と
す
る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

ま
た
、
「
道
路
・
河
川
の
移
管

に
伴
う
財
源
等
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
意
見
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
。
こ
の
意
見
は
権
限
移
譲
に
あ

た
り
、
必
要
と
な
る
財
源
・
人
員

の
確
保
策
に
つ
い
て
、
委
員
会
の

考
え
を
示
す
も
の
。
こ
れ
ら
確
保

策
に
つ
い
て
は
現
在
、
全
国
知
事

会
と
国
交
省
で
議
論
し
て
い
る
。

分
権
委
で
は
、
都
道
府
県
が
必

要
と
す
る
財
源
確
保
の
た
め
、
現

行
の
国
直
轄
事
業
と
同
水
準
の

「
交
付
金
」の
創
設
を
う
た
い
、
政

府
へ
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
と
め
ら
れ
た
意
見
は
当
日
、

増
田
総
務
相
へ
提
出
さ
れ
た
。
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市
町
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研
修
財
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立
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振
興
協
会
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
承
継

評評議議員員会会開開催催へへ
本会が都市センターで

道
路
・
河
川
の
事
業
移
管

分
権
委
が
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見
ま
と
め
る

設
立
総
会
出
席
の
藤
田
会
長（
中
央
）
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水水
産産
業業
存存
亡亡
のの
危危
機機
へへ

ここ
れれ
まま
でで
取取
らら
れれ
たた
対対
策策

農
林
水
産
省
が
本
年
８
月
に
公

表
し
た
食
料
需
給
表
に
よ
る
と
、

我
が
国
の
平
成
１９
年
度
食
料
自
給

率
は
、カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
４０
％
。

前
年
度
か
ら
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
国
内
自

給
率
は
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
な
か
食
用
魚
介
類
は
、
昭

和
５０
年
代
ま
で
食
用
米
や
馬
鈴
薯

な
ど
と
並
び
、
消
費
の
必
要
量
を

国
内
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
近
年
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
が

著
し
く
増
加
。
自
給
率
は
１８
年
の

時
点
で
６０
％＝

上
掲
の
グ
ラ
フ＝

と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国

は
、
世
界
で
も
６
番
目
に
広
い
２

０
０
海
里
水
域
を
有
し
、
好
漁
場

も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
食

料
自
給
率
が
低
い
我
が
国
は
、
万

が
一
の
食
料
危
機
に
備
え
る
た
め

に
も
、
国
内
水
産
業
の
持
続
的
な

操
業
を
可
能
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
自
明
の
理

と
い
え
ま
す
。

し
か
し
現
実
は
異
な
り
ま
す
。

７
月
１５
日
、
全
て
の
漁
業
者
参
加

に
よ
る
「
全
国
一
斉
休
漁
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
全

国
の
漁
業
者
約
３
０
０
０
人
が
東

京
・
日
比
谷
公
会
堂
に
結
集
し
、

全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
国

民
や
政
府
に
対
し
、
漁
業
者
の
置

か
れ
て
い
る
窮
状
を
訴
え
る
た
め

で
す
。
燃
油
価
格
が
高
騰
し
、
操

業
が
立
ち
ゆ
か
な
い
の
で
す
。

グ
ラ
フ＝

下
掲＝

を
見
る
と
、

３
年
間
で
燃
油
価
格
は
２
倍
に
上

昇
。
今
年
に
入
っ
て
更
に
上
昇
を

続
け
て
い
ま
す
。
漁
船
漁
業
は
燃

油
代
の
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
く
、

現
行
価
格
だ
と
３０
％
以
上
。
自
助

努
力
の
限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
漁
価
が
上
が
ら
な

い
な
か
、
出
漁
す
る
ほ
ど
赤
字
が

か
さ
む
。日
本
の
水
産
業
は
、存
亡

の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
水
産
業
に
従
事
す
る
者

の
う
ち
、
そ
の
多
く
は
自
営
に
よ

る
沿
岸
漁
業
者
が
占
め
ま
す
。
家

族
労
働
に
よ
り
営
ま
れ
て
い
る
事

例
も
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
家
族

へ
の
労
働
賃
金
を
度
外
視
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
漁
業
者
は
採
算
を
取
る

ど
こ
ろ
か
、
赤
字
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
燃
油
価
格
高
騰
が

も
た
ら
す
影
響
は
深
刻
で
す
。

政
府
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
１２
月

に
は
水
産
庁
内
に
「
燃
油
高
騰
対

策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
。
学
識
経
験
者
等
か
ら
な

る
「
原
油
価
格
高
騰
等
の
漁
業
を

め
ぐ
る
状
況
変
化
へ
の
理
解
醸
成

の
た
め
の
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、

「
燃
油
高
騰
緊
急
総
合
対
策
」
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

同
対
策
で
は
、
燃
油
対
策
新
基

金
（
１
０
２
億
円
）
を
１９
年
度
補

正
予
算
で
創
設
。
操
業
の
担
い
手

を
地
域
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
支
援

し
、
集
魚
灯
の
光
力
減
な
ど
省
エ

ネ
型
操
業
形
態
へ
、
一
斉
に
転
換

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
番
制
休
漁
体
制
を
構

築
し
、
漁
を
休
ん
で
い
る
漁
業
者

が
行
う
▽
魚
付
林
▽
干
潟
▽
藻
場

―
―
な
ど
の
整
備
に
対
し
、
支
援

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
全
国
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
で
も
、
燃
油
消
費
量
削
減

の
た
め
、
省
エ
ネ
型
漁
業
転
換
を

図
る
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い

は
団
体
や
法
人
に
対
し
、
支
援
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

特
集
は
３
面
へ
と
続
き
ま
す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
ののののののののののののののののののののののののののののの
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ががががががががががががががががががががががががががががが
危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危
ななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

特 集

燃燃油油価価格格高高騰騰にに
襲襲わわれれるる漁漁業業者者
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追追
加加
対対
策策
をを
決決
定定

水水
産産
三三
団団
体体
がが
決決
議議

１９
年
度
補
正
予
算
で
政
府
に
よ

る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
の
、

燃
油
価
格
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

異
常
高
騰
を
続
け
ま
し
た
。
本
年

６
月
に
は
、
つ
い
に
１
�
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
１０
万
円
の
大
台
を
突
破

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

全
漁
連
の
試
算
で
は
、
燃
油
価

格
が
１
�
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１３
万

円
に
達
す
る
と
、
約
３
割
近
い
経

営
体
が
廃
業
、
漁
業
生
産
量
も
約

４
割
減
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
そ
う

で
す
。
今
後
の
燃
油
価
格
の
動
向

次
第
で
は
、
多
く
の
休
業
者
・
廃

業
者
を
生
み
出
す
事
態
へ
と
発
展

し
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
政
府
は
事
態
打
開
に
向

け
、
追
加
対
策
を
７
月
２８
日
に
決

定
し
ま
し
た
。
「
燃
油
高
騰
水
産

業
緊
急
対
策
」＝

骨
子
を
左
掲＝

に
よ
っ
て
、
総
額
７
４
５
億
円
を

投
入
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

同
対
策
に
は
、
漁
業
者
が
切
に

求
め
る
燃
油
価
格
へ
の
補
填
措
置

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
「
省
燃

油
実
証
事
業
」の
創
設
に
よ
り
、救

済
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
補
填

の
対
象
と
な
る
の
は
、
燃
油
消
費

量
を
１
割
以
上
削
減
す
る
操
業
者

グ
ル
ー
プ
。
５
人
以
上
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
燃
油
価
格
高

騰
に
相
当
す
る
金
額
の
９
割
が
、

国
か
ら
実
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

燃
油
価
格
の
基
準
は
、
１９
年
１２

月
。
燃
油
依
存
度
の
高
い
グ
ル
ー

プ
か
ら
順
に
対
象
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
原
則

と
し
て
１
年
間
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
最
大
２
年
ま
で
延
長
も
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
補
助
枠
は
８０
億
円
と

極
め
て
少
額
で
す
。
水
産
庁
の
統

計
資
料
「
平
成
１９
年
漁
業
就
業
動

向
調
査
結
果
の
概
要
」に
よ
れ
ば
、

我
が
国
の
漁
業
従
事
者
は
２０
万
４

３
３
０
人
。
単
純
に
８０
億
円
を
全

漁
業
従
事
者
数
で
割
っ
て
も
、
１

人
当
た
り
の
補
助
額
は
３
万
９
０

０
０
円
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
実

効
性
の
ほ
ど
に
は
、
疑
問
符
を
付

さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

我
が
国
水
産
業
が
存
亡
の
危
機

を
迎
え
る
な
か
、
基
礎
的
自
治
体

と
し
て
最
も
住
民
に
近
い
存
在
で

あ
る
「
市
議
会
」
「
市
長
部
局
」

が
事
態
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

全
国
市
議
会
議
長
会
特
定
第
三

種
漁
港
協
議
会
（
会
長＝

畠
野
宏

之
・
枕
崎
市
議
会
議
長
）
を
は
じ

め
、
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協
議

会
、
特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等
・

全
国
主
要
水
産
都
市
商
工
会
議
所

連
絡
協
議
会
の
３
団
体
で
組
織
す

る
「
全
国
水
産
都
市
三
団
体
連
絡

協
議
会
」
で
は
要
望
を
決
定
し
、

漁
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け
て
取

り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

三
連
協
は
、
本
年
７
月
１８
日
に

発
足
し
た
団
体
で
す
。
同
日
に
開

催
さ
れ
た
設
立
総
会
で
は
、
全
国

の
水
産
都
市
関
係
者
ら
総
勢
１
５

０
人
を
超
え
る
出
席
者
が
見
守
る

な
か
、
新
団
体
の
会
長
に
畠
野
・

枕
崎
市
議
会
議
長
が
、
監
事
に
土

田
成
明
・
三
浦
市
議
会
議
長
、
牛

尾
昭
・
浜
田
市
議
会
議
長
が
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

畠
野
会
長
は
総
会
で
の
あ
い
さ

つ
で
、
主
要
水
産
都
市
の
行
政
、

議
会
、
経
済
界
の
三
者
が
一
体
と

な
り
、
地
域
の
主
要
地
場
産
業
で

あ
る
水
産
業
・
水
産
加
工
業
を
守

り
抜
く
決
意
を
表
明
。
ま
た
、
燃

油
価
格
高
騰
問
題
に
も
触
れ
、
臨

機
応
変
で
速
効
性
あ
る
施
策
の
展

開
を
訴
え
た
う
え
で
、
３
団
体
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
政
府
や
国
会

議
員
に
対
し
働
き
掛
け
て
い
く
意

欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
総
会
で
は
牛
尾
監

事
が
「
水
産
国
家
日
本
の
存
続
に

関
す
る
決
議
」＝

右
掲＝

を
緊
急

提
案
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

燃
油
価
格
の
高
騰
を
は
じ
め
、

漁
業
後
継
者
の
育
成
や
、
漁
船
の

高
船
齢
化
な
ど
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
、
三
連
協
の
今
後
の
活
動
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

燃油高騰水産業緊急対策（骨子）
（１）省燃油実証事業の創設
燃油消費量を１割以上削減す

る創業の実証を行う漁業者グル
ープに対し燃油費の増加分に着
目した支援（燃油対策基金（１９
年度補正）、漁船漁業構造改革
プロジェクト）
（２）省エネ機器等導入の支援
沿岸漁業改善資金（無利子資

金）の要件を見直し、同じ漁業
者が繰り返して省エネ施設・機
器を導入する際に融資
（３）省エネ操業の支援
省エネ操業を行うのに必要な

運転資金を無利子で融資（省エ
ネルギー推進緊急対策特別事業）
（４）休漁・減船等支援対策
燃油高騰を踏まえ、漁業者の

負担を義務付けない等漁業種類
の実情に応じた休漁・減船等を
支援（資源回復等推進支援事業
等）
（５）国際漁業対策
国際的規制に加え、燃油高騰

等も踏まえた減船に対して支援
（国際漁業再編対策事業）
（６）流通の多様化等を通じた手
取りの確保
漁業者の手取りの確保に資す

るよう、�水産物買取規模の拡
大、�直接取引の支援措置の改
善、�養殖餌料の直接取引を支
援する事業の新設（国産水産物
安定供給推進事業）

水産国家日本の存続に関する決議
周辺全てを海に囲まれた海洋国日本において、今

日の原油高騰はあらゆる業界に大きな打撃を与えて
いる。
特に、第一次産業である漁業や水産加工業に与え

る影響は、計り知れないものがあり先般、全国２０
万隻の漁船がやむを得ず一斉休漁したばかりである。
このまま燃料価格の高騰が続けば、漁業経営体の廃
業は４割を超すと試算されており、水産食料の安全
保障が崩壊する事態が想定される。
世界的に見ても、同じような問題が起きており、

各国の政府と漁業者を苦しめている所である。この
ことは、長らく世界が化石燃料に依存してきたこと
に対する警鐘ともいえるものである。世界が脱石油
社会を目指さざるを得ない状況にある中で、資源の
ない日本国にとっては、今後も苦しく長い道程が予
想される。
政府においては限りなく続く燃油の高騰に対し、

緊急対策として平成２０年６月２６日原油等価格高騰
に関する緊急対策関係閣僚会議において主要項目を
示されているところであるが、島国日本にとっては
今日の状況は正に『国難』と位置づけられる大問題
である。
この問題の解決のため国の主体制のもと、三連協

一丸となって取り組もう。
右決議する。
平成２０年７月１８日

全国水産都市三団体連絡協議会

決
議
提
案
者
の
牛
尾
監
事

会
長
に
就
任
し
た
畠
野
議
長

（３） 平成２０年９月２５日 第１７０１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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太
平
洋
に
面
し
た
室
戸
市
は
、

Ｖ
字
形
に
突
出
し
荒
波
打
ち
寄
せ

る
「
室
戸
岬
」
を
抱
え
る
ま
ち
で

す
。
こ
の
岬
一
帯
は
、
昭
和
３９
年

に
「
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
」

の
指
定
を
、
平
成
８
年
に
「
日
本

の
渚
・
百
選
」
の
選
定
を
受
け
た

風
光
明
媚
な
海
域
で
す
。

室
戸
の
海
域
一
帯
が
も
た
ら
す

恵
み
は
、
景
観
の
美
し
さ
の
み
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
古
く
か
ら
好

漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
沖
合

は
、
豊
富
な
水
産
資
源
を
土
地
の

人
々
へ
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

好
漁
場
を
形
成
す
る
に
は
、
い

く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。
沿
岸

漁
業
の
場
合
は
、
代
表
例
と
し
て

▽
海
流
の
潮
目
▽
大
陸
棚
の
有
無

▽
河
川
の
流
入
―
―
な
ど
が
数
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
室
戸
沖

の
場
合
は
「
海
洋
深
層
水
」
の
存

在
に
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

室
戸
沖
は
、
浜
か
ら
約
２
�
先

で
急
激
に
落
ち
込
み
、
深
海
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。
深
海
に
は
、
深

さ
２
０
０
�
か
ら
３
０
０
�
よ
り

浅
い
場
所
に
位
置
す
る
「
表
層

水
」
と
は
交
わ
ら
な
い
、
「
海
洋

深
層
水
」
が
循
環
し
て
い
ま
す
。

深
海
に
は
太
陽
光
が
届
か
な
い

た
め
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
に

よ
る
光
合
成
が
、
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
光
合
成
に
必

要
な
窒
素
、
リ
ン
、
珪
素
、
硝
酸

等
が
消
費
さ
れ
な
い
た
め
、
深
層

水
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

深
層
水
の
流
れ
が
、
急
斜
面
へ

衝
突
す
る
室
戸
沖
で
は
、
斜
面
に

沿
っ
て
深
層
水
が
湧
昇
し
ま
す
。

表
層
域
に
達
し
た
深
層
水
は
、
食

物
連
鎖
の
最
下
位
に
位
置
す
る
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
糧
と
な
り
、

爆
発
的
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖

へ
と
導
き
ま
す
。
食
物
連
鎖
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、
格

好
の
漁
場
が
形
成
さ
れ
る
の
は
自

然
の
摂
理
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

海
洋
深
層
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
特
性

に
優
れ
る
ほ
か
、
河
川
や
大
気
か

ら
の
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
に
さ

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
陸
地
由

来
の
大
腸
菌
等
に
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
清
浄
な
水
で
す
。
こ
の
特
徴

を
活
か
し
た
深
層
水
利
用
を
目
指

し
、
高
知
県
や
室
戸
市
で
は
水
深

３
２
０
�
以
深
に
設
置
し
た
取
水

口
か
ら
深
層
水
を
汲
み
上
げ
、
産

学
官
連
携
に
よ
り
各
種
分
野
へ
の

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
産
分
野
で
の
活
用
は
も
ち
ろ

ん
、
農
業
、
食
品
工
学
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
で
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。医
療
分
野
で
は
、深

層
水
が
免
疫
力
の
向
上
に
作
用
す

る
こ
と
が
分
か
り
、
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

室
戸
に
は
深
層
水
を
服
用
す
る
だ

け
で
な
く
「
体
感
」
す
る
た
め
の

施
設
「
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
室
戸
」
が

開
設
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
健
康

増
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
海
洋
療
法
」
と
邦
訳
さ
れ
る
、

海
水
や
海
藻
等
を
用
い
た
自
然
療

法
の
こ
と
で
す
。
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

で
は
深
層
水
を
用
い
た
、
タ
ラ
ソ

テ
ラ
ピ
ー
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
深
層
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
特

性
上
、
温
め
る
と
肌
へ
の
保
湿
・

保
温
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま

た
、
同
施
設
に
は
、
温
浴
プ
ー
ル

も
整
え
ら
れ
て
お
り
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
改
善
に
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
室
戸
市
で
は
、
深
層
水

の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュ

ースを募集しています。

全国の自治体の中でも先進的な取り組

み、ユニークな条例、自慢のイベント、

地域のお祭りなど、お寄せいただく情報

のジャンルは問いません。

ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成し、

議会ニュースあるいは市政ニュースとし

て紙面で紹介いたします。

本紙をＰＲの場として活用されてみて

はいかがでしょうか。

（問合せ先）

全国市議会議長会調査広報部

旬報担当 松下・千葉まで�０３（３２６２）２３０９

▼
議
長

▽
可
児

柘
植

定（
８
・
１５
）

▽
銚
子

石
毛
健
治（
８
・
１８
）

▽
松
阪

長
野

操（
８
・
１９
）

▽
宮
古
島

下
地

智（
８
・
１９
）

▽
新
庄

平
向
岩
雄（
８
・
２０
）

▽
常
陸
大
宮

木
村
勝
昭（
８
・
２２
）

▽
知
立

三
浦
康
司（
８
・
２６
）

▽
松
原

永
田
光
治（
８
・
２８
）

▼
副
議
長

▽
可
児

可
児
教
和（
８
・
１５
）

▽
松
阪

野
口

正（
８
・
１９
）

▽
宮
古
島

嘉
手
納

学（
８
・
１９
）

▽
新
庄

金

利
寛（
８
・
２０
）

▽
常
陸
大
宮

仲
田
好
一（
８
・
２２
）

▽
知
立

�
笠
原
晴
美（
８
・
２６
）

▽
松
原

山
本
真
吾（
８
・
２８
）

議

会

人

事

海海
洋洋
深深
層層
水水
のの
まま
ちち

室
戸
市（
高
知
県
）

市 政

ニュース

海海
洋洋
深深
層層
水水
とと
はは

深深
層層
水水
のの
利利
活活
用用

２００�

水深０�

海洋深層水の取水イメージ図

取水管
�ポンプピット

�

海洋深層水
給水ターミナル

室戸海洋深層水アクアファーム
高知県海洋深層水研究所

室戸岬

高知県

高知市

海
洋
深
層
水

湧
昇
流

取水口
水深約３２０�以深�

第１７０１号 平成２０年９月２５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	１面
	２面
	３面
	４面

